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特
定
非
営
利
活
動
法
人

認
知
症
予
防
ネ
ッ
ト
通
信

～
～
法
人
活
動
の
責
任
と
目
標

～
～

ゲ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
全
国
大
会

な
こ
と
で
は
な
く
、
よ
り
ゲ
ー
ム
の
効
果
を

講
師
認
定
制
度

「
み
ん
な
の
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
」
が
少
し

ず
つ
各
地
で
浸
透
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
自

ら
の
主
催
に
よ
る
ゲ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
も
徐
々
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
増
え
、
予
防
教
室

が
各
地
で
展
開
さ
れ
る
の
は
、
大
い
に
喜
ば

し
い
の
で
す
が
、
行
き
詰
ま
っ
た
よ
う
な
噂

も
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
実
施
す
る
講
師

側
の
、
ゲ
ー
ム
進
行
技
法
が
弱
い
場
合
は
成

果
も
出
な
い
の
で
、
講
師
の
質
を
高
め
る

「
講
師
認
定
制
度
」
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
昨
年
度
よ
り
試
験
制
度
を
始
め

ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
養
成
を
行
う
講
師
一
人
ず
つ

に
、
実
技
伝
達
の
仕
方
を
試
験
し
て
、
合
格

者
に
は
講
師
資
格
認
定
証
を
交
付
す
る
と

い
う
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
在
籍
講
師
の
資
質
向

上
を
願
っ
て
の
活
動
で
す
。

７
月
７
日
、
８
日
の
二
日
間
、
事
前
研
修

と
面
接
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
試
験
日
の
十

日
前
を
期
限
と
し
て
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
回

答
を
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
定
員
は
６
名
で

す
。「

思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
」
式
の
回
答
文

を
読
み
ま
す
と
、
一
人
ず
つ
と
ら
え
方
が

違
う
と
言
う
こ
と
が
、
分
か
り
ま
す
。
そ
の

中
に
共
通
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
市
民

の
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
認
知
症
予
防
に

取
り
組
む
決
意
が
強
く
、
６
人
の
意
気
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

草
莽
の
志
士
の
よ
う
な
個
々
人
が
、
養

そ
う
も
う

成
講
座
の
実
施
方
法
を
試
験
と
い
う
形
で

深
め
ら
れ
ま
す
。

一
大
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ
て
、
飛
び
火
の

よ
う
に
強
い
伝
播
の
う
ね
り
が
起
き
る
よ

う
に
と
祈
り
ま
す
。

５
月
の
総
会
で
出
た
話
で
す
が
、
ゲ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
の
全
国
大
会
を
開
催
し
て
、
現
場

の
悩
み
や
苦
労
を
話
し
あ
う
べ
し
と
い
う
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
後
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー

の
会
議
で
も
、
そ
の
提
案
に
賛
成
す
る
発
言

が
出
ま
し
た
。
私
も
常
日
頃
の
活
動
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
混
ん
で
い
る
た
め
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
に
ま
で
手
が
回
ら
な
い
こ
と
を
気
に
し

て
い
た
の
で
、
ど
の
よ
う
な
形
で
実
行
に
移

す
か
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
委
員
会

一
方
、
別
世
界
の
よ
う
な
日
本
認
知
症

予
防
学
会
の
、
［
エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
委
員
会
］

に
応
募
し
て
、
メ
ン
バ
ー
に
連
な
る
こ
と
を

許
さ
れ
ま
し
た
。
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
３
名
が
出

席
し
て
、
ゲ
ー
ム
と
エ
ビ
デ
ン
ス
の
接
点
を
探

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て
余
計

広
く
社
会
に
訴
え
た
い
と
願
っ
て
の
こ
と
で

す
。

友
好
団
体
誕
生

東
京
の
仲
間
が
発
奮
し
て
、
［
一
般
社
団

法
人
み
ん
な
の
認
知
症
予
防
ネ
ッ
ト
］
と
名

付
け
る
団
体
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今

後
は
東
西
協
力
し
て
［
津
々
浦
々
に
ポ
ス
ト

の
数
ほ
ど
］
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
天
地
を
開
拓
し
て
、
「
み
ん
な
の
認
知

症
予
防
ゲ
ー
ム
」
で
初
参
加
の
方
た
ち
が
喜

ん
で
く
だ
さ
っ
て
も
、
そ
こ
で
満
足
し
て
は

法
人
活
動
の
目
的
は
半
分
し
か
達
成
で
き

ま
せ
ん
。

意
識
の
改
革
と
い
う
も
う
一
つ
の
大
き
な

目
標
に
も
向
か
っ
て
進
ま
れ
ま
す
よ
う
に
激

励
・
応
援
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

理
事
長

高
林
実
結
樹
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第12回通常総会報告
第１号議案 平成27年度（2015年度）事業報告

１．認知症予防の啓発・広報事業

（１）ホームページは9月にリニューアルする予定でしたが、事務局体制再構築の

遅れにより「工事中」表示のままとなり情報提供が不十分になりました。

その代替としてフェイスブックを開設しました。パソコンの環境をお持ち

の方は、ぜひご覧下さいますようお願いします。検索は「特定非営利活動法

人認知症予防ネット」ですべて公開していますので、誰でも自由に見て頂く

ことができます。

（２）通信紙

年3回の発行を続けていた通信の発行が、事務局体制再構築の遅れにより夏

と秋の2回しか発行ができませんでした。

（３）平成27年度、ゲームの名称を既報のとおり、「スリーA」と誤用する事を止

めて、「みんなの認知症予防ゲーム」と変更したことを受け、広報に欠かせ

ない配布用のチラシ、パンフレット類の文言を可能な限り改訂致しました。

２．提言活動

宇治市内の高齢者福祉施設での提言が稔り、認知症の早期発見が期待できる

タッチパネル式機械を導入されることが決まった由です。職場内研究発表に留

まらず、施設事業の目標を認知症予防にまで、拡大されることが期待できます。

３．講師派遣事業

平成26年度よりも総数は漸増しました。活動メンバーをフル動員しての限度ぎりぎり一杯の活動でした。

（メンバーは分担して各地に出張しています）

ゲームリーダー養成講座は、地元での自主開催と、各地に講師派遣を行うリーダー養成講座との２種類があ

りますが、いずれも法人責任で行うリーダー養成講座であることの証しとして、７月以降は発行する修了証に

全国共通の通し番号を付けて、責任の所在を明示しました。

７月以降３月までの９ヶ月で、３３０人のゲームリーダーの誕生をみました。

４．認知症予防に関する講演会等の開催

（１）自主開催としての教室事業は宇治市内・京都市内・八幡市内で、月１回や、月２回の頻度で行いました。

（２）自主開催のリーダー養成講座は5講座１シリーズとして、宇治市内で、25期から２８期まで月2回のペースで行

いました。昨年度からは「まごころ大久保ケアセンター」のご協力でNPOの事務所から徒歩５分の会場に移動し

ました。京都府、近畿一円、四国愛媛県からの受講生も迎えました。

（３）講師資格認定試験

昨年の総会で議決を頂いたゲームリーダーを養成する講師資格を認定する新規事業については、NPO自身の模

索しながらの準備に、かなりの時間を要しましたが、年度末の3月18日に、第１回の試験を実施することができ

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 ２７年度

講演 39 58 55 63 63 ４０

教室・サロン・体験等 84 153 192 240 290 360

各種講習会・認定試験等 32 55 79 94 118 123

会議・提言・学会・イベント・ラジオ等 43 47 68 71

計 155 266 369 444 539 594

第
十
二
回
通
常
総
会
を
終
え
て

毎
年
の
総
会
で
、
ご
出
席
の
皆
様
か
ら
信
任
を
頂
き
、
こ
こ
ま
で
活
動
を
継
続
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
か
ら
、
合
格
証
を
頂
い
た
わ
け
で
、
大
き
な
喜
び
で
す
。

一
方
で
は
、
会
員
間
の
つ
な
が
り
が
弱
い
と
か
、
総
会
以
外
に
意
見
を
い
う
機
会
が
無
い
と
か
の
お
声
も

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
尤
も
と
言
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
年
間
の
活
動
報
告
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
と
お
り
、
体
力
・
能
力
以
上
の
５
９
４
回
の
活
動
を
、
メ
ン
バ
ー
八
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
準
備
万
端

整
え
て
出
掛
け
る
だ
け
で
精
一
杯
、
既
に
パ
ン
ク
状
態
と
い
う
の
が
、
偽
ら
ざ
る
弁
解
で
す
。

な
ん
と
か
事
務
局
体
制
を
立
て
直
し
て
、
皆
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
出
来
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
の
ご
猶
予
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

理
事
長

高
林
実
結
樹

活
動
種
類
別
年
間
比
較
表

各地で教室やゲー

ムリーダー養成講

座が企画されて、

講師派遣の要請を

受けました。

（左表参照）
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ました。

講師候補生は、単に教室でのゲームのリードが上手くても、それだけでは不十分です。認知症からの引き戻し

を、受講生に実力を植え付ける“教育能力”がなければ、ゲームリーダー養成講師として結果を出すことはで

きません。

講師としての理論的理解と、言語化を体現できているか、その審査を行いました。

ゲームリーダーを育てる能力は、各地での教室が永続できる能力を持つリーダーを育成して貰わないと、意味が

ありません。ルールの形だけなぞるリーダーでは、簡単なルールですからすぐに飽きられて、教室そのものが形

骸化、希薄化し、内容の伝承が出来ないでは困ります。

継続運営が可能になる教室のリーダーを養成する実力が、講師認定の条件です。それで、その審査の方法を検

討しました。

テスト審査会は3月18日に実施し、2名の講師を認定しました。

試験後の講評も、有能なゲームリーダー養成・教育能力を持つ人材を育てる新人講師への教育の一環になっ

たと手応えを感じることができました。

審査員には、昨年度の総会で新たな理事就任の認証を頂いた3人のうちの、佐々木理事と中村理事の二人です。

講師認定審査会の準備から整理までの一切と総務万般は原理事の担当で、役割分担の理事会体制が整っての試

験が出来たことを、ここに報告いたします。

本日の事業報告の中で、講師資格認定審査委員長の佐々木理事からその報告が有るはずでしたが、韓国に講演

に行かれているため本日は欠席、中村理事に報告と試験事業についての感想を、ここで簡単にお願いします。

５．その他、法人の目的を達成するために必要な事業

① 認知症予防ゲームテキストの年間出庫数は、26年度は1790冊をピークとして昨年度は1136冊に減少。DVDは26

年度の184枚の出庫に対して121枚と同じく減少しました。

養成講座の開催数が増加しているにも関わらずテキストの頒布が減少した理由は、再受講の希望者が増えた事

によります。中には3度の受講生もおられて、熱心に学ばれています。

教室が290から360に増えたので自然、少数参加される若年認知症の本人さんたちが、目の前で改善されるのを

複数の方から体験報告を聞き、感動を頂きました。この実績を強化したい。そのためには、ゲームリーダーの実

力を涵養して、単に笑ってもらいさえすれば良いという安易な教室の質を、専門的に認知症の改善、効果を高め

る方向に、力を注ぎたいと将来指針になりました。

② 行方不明者の“安心バッジ”は好評で、7000個作成しましたが、見本と称しての無料配布が多数であり、会計

面では赤字です。NPO会計とは別会計で、寄付で賄っています。東北見舞い事業と同じく、第３セク

ター的な扱いです。黒字には程遠いのですが、バッジのお陰で京都市内から奈良県天理市まで無銭

外出で出掛けて、行方不明寸前になった９０才のレビー小体型の認知症を患っておられる女性が、

無事に最短時間で帰宅できたケースが実際にありました。御家族が非常に喜ばれたので、苦労は報

われました。資金が枯渇したらバッジ事業は止める予定です。制作費は一個65円と

計算していましたが、説明書印刷と袋詰め作業を外注に出すことにしたため、現在

は1個79円が制作費です。京都市内の作業所にお願いして、袋詰め作業をして貰っ

ています。

昨年からはゲームの名称を「みんなの認知症予防ゲーム」と改めて再スタートとしましたが、おおかたのご賛

同をいただいて、名称変更はスムースに浸透してきました。中には旧来の名称に拘りをもって、NPOから退会す

るメンバーも出ました。残念な出来事でしたが、どのような状況になっても、当NPO法人は志を曲げず、飽くま

でも超高齢社会への貢献に邁進した2015年度の活動であったことを報告致します。

当NPO法人の目的は福祉の増進に寄与することです。認知症による社会の苦悩をやわらげること、微動もしな

い目的です。そのためにはゲームの方法も推敲研究を重ねて、認知症予防・発症者へは改善の効果を高める努力

をしています。年々成長、良い意味での変化を遂げています。「旧来の陋習を破り、天地の公道に基づくべし」

との先人の教えを実行している活動の報告を、今年も総会でこのように出来ますことは、会員皆様のご理解とご

支援のお陰と、心から有り難く思っています。厚く御礼申し上げます。

以上をもちまして、平成27年度の活動報告を終わります。 ◇

安心バッジ

認知症による身元不明の方が一人

でも助かればと考えたオレンジ色

の缶バッジ。裏側に名前と電話番

号を書いたシールを貼り付けます。
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第２号議案
平成２７年度事業活動計算書

平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日

特定非営利活動法人 認知症予防ネット
科 目 金 額 （ 単 位 ： 円 ）

Ⅰ 収 入 の 部
1 財 産 運 用 収 入 －
2 会 費 ・ 入 会 金 収 入

会 費 収 入 635 , 2 0 0
入 会 金 収 入 21 , 0 0 0 6 5 6 , 2 0 0

3 事 業 収 入
認 知 症 予 防 の 啓 発 ・ 広 報 0
教 室 開 催 の 提 言 214 , 0 0 0
講 師 派 遣 謝 礼 3 , 3 9 5 , 6 3 2
講 演 会 等 の 開 催 343 , 0 0 0
その他、法人の目的を達成するために必要な事業 1 , 9 2 2 , 2 0 0 5 , 8 7 4 , 8 3 2

4 寄 付 助 成 金 収 入 3 , 6 0 0 3 , 6 0 0
5 雑 収 入

雑 収 入 70 , 0 0 0
受 取 利 息 323 7 0 , 3 2 3

当 期 収 入 合 計 6 , 6 0 4 , 9 5 5
収 入 合 計 6 , 6 0 4 , 9 5 5

Ⅱ 支 出 の 部
１ 事 業 費

人 件 費 2 , 8 0 9 , 2 5 8
認 知 症 予 防 の 啓 発 ・ 広 報 301 , 7 3 2
教 室 の 開 催 の 提 言 49 , 3 8 4
講 師 派 遣 1 , 3 0 9 , 7 0 5
講 演 会 等 の 開 催 0
その他、法人の目的を達成するために必要な事業 1 , 0 1 7 , 1 0 5 5 , 4 8 7 , 1 8 4

2 管 理 費
人 件 費 0
事 務 委 託 費 600 , 0 0 0
通 信 運 搬 費 41 , 6 3 4
消 耗 品 費 9 , 4 4 1
そ の 他 357 , 6 5 3 1 , 0 0 8 , 7 2 8

当 期 支 出 合 計 6 , 4 9 5 , 9 1 2
支 出 合 計 6 , 4 9 5 , 9 1 2

当 期 活 動 収 支 差 額 109 , 0 4 3
前 期 繰 越 活 動 収 支 差 額 2 , 5 2 0 , 5 6 5
次 期 繰 越 活 動 収 支 差 額 2 , 6 2 9 , 6 0 8

監 査 報 告 書
2016年4月30日

特定非営利活動法人 認知症予防ネット
理事長 高林 實結樹 様

監事 平田 研一

私は、特定非営利活動促進法第18条の規定に基づき、特定非営利活動法人 認知症予防ネットの2015年度（平成
27年度：2015年4月1日から2016年3月31日まで）の業務 監査及び会計監査を実施した。

業務監査（理事の業務執行の状況に関する監査）に当たっては、理事会他の会議に出席し、必要と認める場合
には質問をおこない、意見を表明した。
会計監査（財産の状況に関する監査）に当たっては、財産の実在性を中心に、帳簿、証拠書類等の閲覧、照合、質
問等を行った。

これらの監査の結果、当法人の業務は法令及び定款に基づき適正に執行され、会計処理は、NPO法人会計基準
及び一般に公正妥当と認められる会計の方法によって適正に処理されているものと認められた。

ここに、私は上記期間に係る事業報告書が、同法人の業務執行の状況を示し、計算書類が2016年（平成28年）
3月31日における財産の状況を適正に表示しているものと認める。

以上

平
田
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第３号議案 平成2８年度（201６年度）事業計画

１．認知症予防の啓発・広報事業

昨年度と同じく、ホームページ・ブログ・機関紙・チラシ・リーフレット等の広報活動を継続します。但し機関紙

は「NPO法人認知症予防ネット通信」を今年度より季刊とし、年3回発行を4回発行に増やします。

その他、テキスト・ＤＶＤ等の頒布、各種アンケートへの回答、パネル展示・ワークショップ参加等、他団体との

協働にも積極的に参画いたします。

NPO法人認知症予防ネットの活動を、実行するに留めず、可能な限りエビデンス研究も試みてまいります。

２．提言活動

公私、立場の如何を問わず、本年度も提言活動を地道に、チャンスを逃がさず行ってまいります。

提言は表だっては見えにくいですが、決して無駄な活動ではないと考えています。

３．講師派遣事業

（１）講演依頼は、可能なかぎり対応いたします。

（２）教室支援は、可能なかぎり対応いたします。

（３）ゲームリーダー養成講座は、遠隔地であっても、要請があれば可能なかぎり対応いたします。

（４）他団体との交流は、可能なかぎり応じていきます。

（５）上記以外でも、講師派遣依頼があれば可能なかぎり対応いたします。

４．学会発表

日本認知症予防学会での活動発表は、過去４年継続して一般の部で発表してきましたが、今年度はエビデンス創出

委員会に属して、研究的事業に取組む予定です。

これは決して当法人の名誉心ではなく、科学的証明がないからと言ってゲームを否定的に評価する風潮が一部にある

事実を、可能であれば払拭して、早く社会の認証を得ることで、隅々まで予防ゲームの恩恵を展開したいという願い

からです。当法人の事業は、ゆくゆくは国全体の認知症対策への礎石の一つに成り得ると信じるからです。定款第5

条の①啓発事業、②の提言事業の資料に役だつものを目指し、⑤に謳っている「法人の目的を達成するために必要な

事業」に適合するものです。

５．自主教室・自主講座の開催

法人所在地での自主事業教室と講座は、規模は小さいものの効果はあがりつつあり、「みんな」への有効性を証明

できるように本年も努めます。

自主開催事業としての「青い鳥養成講座」は会場を変えましたが、内容は年々深めており、今年度は新たに京都市

内でも定期的なゲームリーダー養成講座の開催に取り組みます。担当は中村理事といたします。

６．理事会

新しい理事による理事会では、銘々の経験を発揮していただいて、広報紙の作成、ホームページの刷新、講師資格

認定制度など、従来の基礎の上に、新たな事業を分担して理事の職務（法人運営）を全うすべく臨んでまいります。

7．ゲームの名称

昨年度よりゲームの名称を「みんなの認知症予防ゲーム」と変更し、かなり定着してきましたが、なお研鑽を積ん

で、「みんなの認知症予防ゲーム」の浸透を図ってまいります。

8．新規事業

昨年の総会できまりました新規事業の、資格認定制度は緒につきました。

試験方法は、事前に提出して頂くペーパーテストと、当日行う実技試験と、口頭試問の３問方式です。この方式は、

能力を調べるだけでなく、受験そのものに教育的効果が大きいと確信が得られました。自信を持って今年度よりは改

善を加えて、本格的に始動いたします。ペーパーテスト9問は公開していますので、皆様もご自宅で見ていただけれ

ば幸いです。

9．事務局機能の構築

事業計画を遂行するため、現状では理事会と事務局の体制刷新は未だ不十分な点があるので、外注可能な事務部分

を外部に委託するなど、なお効率良く改善してまいります。

10．その他

理事の任期は定款では２年と定めています。本年度は任期満了が４名ですが、１名再任とし、昨年の総会でご承認

を得て就任していただいた新理事３人を主力に新規事業に担当理事を置いて理事会の総力発揮で運営してまいります。

以上
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特定非営利活動法人認知症予防ネット2016年度収支予算

収 入 の 部 議案書記載 単位 ； 円

科 目 2015年度 2015年度 2015年度 2016年度 前年度 備 考

予算額 決算額 予決算比 予算額 決算比

年 会 費 750 , 60 0 594 , 20 0 -156 ,4 00 594 , 2 00 0 正会員６１名、賛助会員93名
入 会 金 15 ,00 0 18 , 000 3 , 000 18 , 0 00 0 正会員6名 、 賛助会員6名

小 計 765 , 60 0 612 , 20 0 -153 ,4 00 612 , 2 00 0

認知症予防の啓発・広報 20 ,00 0 0 -20 , 000 10 , 0 00 10 , 00 0

事 教 室開催の提言 100 , 00 0 214 , 00 0 114 , 000 200 , 0 00 -14 , 00 0

業 講 師派遣謝礼 3,500 , 00 0 3 , 39 5 , 632 -104 ,3 68 3 ,2 00 ,0 00 -195 , 6 3

収 講 演会等の開催 300 , 00 0 343 , 00 0 43 ,0 00 300 , 0 00 -43 , 00 0

入 そ の他必要な事業 2,500 , 00 0 1 , 92 2 , 200 -577 ,8 00 2 ,0 00 ,0 00 77 , 80 0

小 計 6 ,420 , 00 0 5 , 87 4 , 832 -545 ,1 68 5 ,7 10 ,0 00 -164 , 83 2

寄 付 金 100 , 00 0 3 , 60 0 -96 , 400 9 , 7 00 6 , 10 0

小 計 100 , 00 0 3 , 60 0 -96 , 400 9 , 7 00 6 , 10 0

雑 収 入 0 70 , 000 70 ,0 00 100 , 0 00 30 , 00 0 人権フェスタ助成金、、大阪ガスＧ助成金

預金利息 200 323 123 300 -23

小 計 200 70 , 323 70 ,1 23 100 , 3 00 29 , 97 7

当 期 収入合計 （ Ａ ） 7 , 28 5 , 80 0 6 , 56 0 , 955 -724 ,8 45 6 ,4 32 ,2 00 -128 , 75 5

前 期 よ り 繰越金 867 , 8 00 867 , 80 0

収入合計 （ Ｂ ） 7 , 28 5 , 80 0 6 , 56 0 , 955 -724 ,8 45 7 ,3 00 ,0 00 739 , 04 5

支 出 の 部

科 目 2015年度 2015年度 2015年度 2016年度 前年度 備 考

予算額 決算額 予決算比 予算額 決算比

認知症予防の啓発・広報 900 , 00 0 82 , 944 -817 ,0 56 200 , 0 00 117 , 05 6

事 教 室開催の提言 10 ,00 0 49 , 484 39 ,4 84 50 , 0 00 516

業 講師派遣 、 他 3,500 , 00 0 4 , 11 1 , 728 611 , 728 3 ,5 00 ,0 00 -611 , 72 8

支 講 演会等の開催 300 , 00 0 13 , 540 -286 ,4 60 100 , 0 00 86 , 46 0

出 その他法人の目的を達成する 150 , 00 0 1 , 15 0 , 823 1 , 000 ,8 23 1 ,0 00 ,0 00 -150 , 82 3

ために必要な事業

消耗品費 10 ,00 0 221 , 72 1 211 , 721 200 , 0 00 -21 , 72 1

小 計 4,8 70 , 0 00 5 , 63 0 , 24 0 7 6 0 , 24 0 5 , 0 5 0 , 0 0 0 - 5 80 , 2 4 0
人 件費 1 ,2 00 , 0 00 6 0 0 , 0 0 0 - 6 00 , 0 0 0 9 00 , 0 00 3 00 , 0 00

管 外 注費 240 , 0 00 26 9 , 79 5 2 9 , 7 9 5 3 00 , 0 0 0 30 , 2 0 5

理 通 信運搬交通費 60 , 0 0 0 65 , 97 4 5 , 97 4 1 00 , 0 0 0 34 , 0 2 6

費 消 耗品費 24 , 0 0 0 9 , 44 1 - 1 4 , 5 5 9 1 2 , 0 0 0 2 , 5 59

そ の 他 24 , 0 0 0 63 , 51 8 3 9 , 5 1 8 6 0 , 0 0 0 - 3 , 5 1 8
小 計 1 ,5 48 , 0 00 1 , 00 8 , 72 8 -5 3 9 , 27 2 1 , 3 7 2 , 0 0 0 3 63 , 2 72

当 期 支出合計 （ Ｃ ） 6 , 4 18 , 0 00 6 , 63 8 , 96 8 2 20 , 9 6 8 6 , 4 2 2 , 0 0 0 - 2 16 , 9 6 8
当期収支差額（Ａ -Ｃ） 867 , 8 00 -7 8 , 01 3 -9 4 5 , 81 3 1 0 , 2 0 0 88 , 2 1 3

次 期 繰越金 （ B-C ） 867 , 8 00 -7 8 , 01 3 -9 4 5 , 81 3 8 78 , 0 0 0 9 56 , 0 13

支 出 合計 （ Ｂ ） 6 , 4 18 , 0 00 6 , 63 8 , 96 8 2 2 0 , 96 8 7 , 3 0 0 , 0 0 0 6 61 , 0 32

第5号議案
役員の変更に関する件

任期満了ならびに再任理事・監事名簿

平成28年6月30日満了 原 口 熱 美 理事

平成28年6月30日満了 中 野 正 子 理事

平成28年6月30日満了 村 岡 洋 子 理事

平成28年７月１日付け 再任 髙 林 實 結 樹 理事

平成28年７月１日付け 再任 平 田 研 一 監事

≪参考：今回改選対象外の理事≫

原 悦 子（任期：平成29年６月30日）

中村 都子（任期：平成29年６月30日）

佐々木典子（任期：平成29年９月30日）
◇
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みんなの認知症予防ゲーム

活動報告２０１６年４月～６月
２０１５年 度活動累計

講演４０ 教室・サロン３６０ 講座試験等１２３
イベント１５ 会議５３ 学会１ 提言１ ラジオ１

２０１６年４月
７日 養成講座 京都府宇治市 ゲームリーダー養成講座

青い鳥29期第1講

8日 教室 京都市右京区 西院みんなの認知証予防教室

9日 教室 京都市北区 鳳德サロン

10日 教室 滋賀県大津市 比良里山クラブ

11日 教室 京都府宇治市 介護者ふあみりぃの会同窓会

11日 教室 京都府宇治市 グループホーム鳳凰槇島教室

12日 教室 京都府木津川市 木津川台ゆーゆークラブ

13日 教室 京都府井手町 井手町地域包括支援センター

13日 教室 京都府城陽市 フレンドルーム

15日 教室 京都府城陽市 西部デイサービスセンター

15日 教室 京都市山科区 ウィズフィール京都山科健康教室

17日 教室 京都府宇治市 宇治明星園養護老人ホーム

20日 講演 大阪府大阪市 城東区東中浜地域活動協議会

21日 養成講座 京都府宇治市 ゲームリーダー養成講座

青い鳥29期第２講

22日 教室 京都府城陽市 陽和苑物忘れ予防教室

22日 教室 京都市北区 鳳德会館サロン

23日 教室 京都市下京区 下京社協/永松（ながまつ）学区
26日 教室 京都市北区 元町学区社会福祉協議会

26日 教室 京都府宇治市 とんがり山のてっぺん DE
27日 教室 京都府城陽市 陽東苑

27日 教室 京都市北区 鷹ケ峯学区社協すこやか学級分科会

28日 教室 京都府宇治市 北宇治地域包括支援センター

28日 楽譜書き 京都府宇治市 西宇治地域福祉センター

２０１６年５月
９日 サポーター研修大阪府八尾市 八尾市健康福祉部 高齢福祉課

９日 教室 京都府宇治市 グループホーム鳳凰槇島教室

９日 教室 京都府宇治市 介護者ふあみりぃの会同窓会

11日 教室 京都府木津川市 木津川台ゆーゆークラブ

11日 教室 京都府井手町 賀泉苑/井手町地域包括支援センター
11日 教室 京都府城陽市 フレンドルーム

12日 養成講座 京都府宇治市 ゲームリーダー養成講座

青い鳥29期第3講

14日 教室 京都市北区 鳳德会館サロン

15日 講演 京都府福知山市 認知症予防の会総会記念講演

15日 教室 滋賀県大津 比良里山クラブ

15日 教室 京都府宇治市 宇治明星園養護老人ホーム教室

19日 教室 京都市山科区 ウィズフィール京都山科

21日 総会 京都府宇治市 第１２回通常総会

23日 教室 京都府城陽市 西部デイサービスセンター

23日 教室 大阪府八尾市 八尾市健康福祉部 高齢福祉課

23日 教室 奈良県香芝市 「かごめ」居宅介護支援事業所

24日 教室 京都市北区 鷹ケ峯学区社協すこやか学級分科会

24日 教室 京都府宇治市 とんがり山のてっぺん DE
25日 養成講座 京都府宇治市 ゲームリーダー養成講座

青い鳥29期第４講

25日 教室 京都府城陽市 陽東苑

26日 教室 京都府宇治市 北宇治地域包括支援センター

26日 教室 京都府宇治市 NTT ふれあい光
27日 教室 京都府城陽市 陽和苑物忘れ予防教室

28日 養成講座 京都市中京区 みんなの認知症予防ゲーム円町教室

29日 養成講座 京都市中京区 みんなの認知症予防ゲーム円町教室

２０１６年6月
1日 養成講座 滋賀県草津市 草津市健康福祉部長寿いきがい課

2日 講演 大阪府大阪市 HRC 友の会・文化学習委員会
3日 教室 大阪府八尾市 八尾市 健康福祉部 高齢福祉課 1

6日 養成講座 滋賀県草津市 草津市健康福祉部長寿いきがい課

8日 教室 滋賀県日野町 日野町役場介護支援課

地域包括支援センター

8日 教室 京都府城陽市 フレンドルーム

8日 教室 京都府木津川市 木津川台ゆーゆークラブ

8日 教室 京都府井手町 井手町地域包括支援センター

9日 養成講座 京都府宇治市 青い鳥養成講座２９期第５講

10日 教室 大阪府八尾市 八尾市 健康福祉部 高齢福祉課

10日 教室 京都市右京区 西院デイサービス

みんなの認知証予防教室

11日 教室 京都市北区 鳳德会館みんなでいきいき

12日 講演 京都府南丹市 はぎの里後援会総会

12日 教室 滋賀県大津市 比良里山クラブ

12日 養成講座 山口県岩国市 岩国市社協ゲームリーダー養成講座

13日 養成講座 山口県岩国市 岩国市社協ゲームリーダー養成講座

13日 教室 京都府宇治市 ふあみりぃの会同窓会

13日 教室 京都府宇治市 GH 鳳凰槇島教室
15日 教室 滋賀県日野町 日野町役場介護支援課

地域包括支援センター

16日 養成講座 京都府宇治市 青い鳥養成講座 30期第１講

16日 養成講座 三重県松阪 松阪市第二地域包括支援センター

17日 教室 大阪府八尾市 八尾市 健康福祉部 高齢福祉課

17日 教室 京都府城陽市 西部デイサービスセンター

17日 教室 京都市山科区 ウィズフィール京都山科健康教室

18日 講演 大阪府大阪市 コムケア関西

19日 教室 京都府宇治市 宇治明星園養護老人ホーム教室

19日 養成講座 神奈川県相模原市 相模原市保健福祉局

20日 保険高齢部高齢者支援課

20日 養成講座 滋賀県草津市 草津市健康福祉部長寿いきがい課

21日 教室 京都府宇治市 とんがりやまのてっぺん DE
22日 教室 滋賀県日野町 日野町役場介護支援課

地域包括支援センター

22日 教室 京都府城陽市 陽東苑

23日 教室 京都府宇治市 北宇治地域包括支援センター

23日 教室 京都市北区 鷹ケ峯学区社協健やか学級分科会

23日 教室 京都府宇治市 NTT ふれあい光
24日 講演 京都市上京区 乾隆地域包括支援センター

24日 教室 大阪府八尾市 八尾市 健康福祉部 高齢福祉課

24日 教室 京都府城陽市 陽和苑物忘れ予防教室

25日 講演 大阪府大阪市 放出地域包括支援センター

28日 教室 京都府井手町 弥勒会

29日 教室 滋賀県日野町 日野町役場介護支援課

地域包括支援センター

30日 教室 京都府井手町 弥勒会

30日 養成講座 三重県松阪市 松阪市第二地域包括支援センター

◇

認知症予防ネット通信３６号 ２０１６年７月１０日発行
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第
十
二
回
通
常
総
会
第
二
部

記
念
講
演
会

「
み
ん
な
の
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
へ
の
大
き
な

期
待
」
新
し
い
歴
史
が
始
ま
り
そ
う
で
す
ね
、

と
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
カ
ラ
フ
ル
な
画
面
に
映
し

出
さ
れ
た
文
言
に
、
会
場
は
講
演
の
内
容
に
期

待
が
大
き
く
膨
ら
み
ま
し
た
。

講
師
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
の
佐
藤
修
氏
。
認
知
症
予
防
に
関
心
深
く
、

広
い
世
界
観
を
持
つ
在

野
の
良
心
の
指
導
者
で

す
。
大
き
な
福
祉
を
理

念
に
、
気
持
ち
よ
く
暮

ら
せ
る
社
会
を
目
指

す
活
動
を
勧
め
て
「
つ

な
が
り
こ
そ
ケ
ア
の
は

じ
ま
り
」
と
い
う
お
話

し
が
あ
り
、
当
法
人
と
の
接
点
も
こ
の
点
に
あ

る
と
の
こ
と
。
そ
し
て
七
年
前
か
ら
東
日
本
で

の
ゲ
ー
ム
普
及
の
協
力
を
約
束
し
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
由
。
活
動
の
中
で
気
付
か
れ
た
こ
と
、

課
題
な
ど
を
あ
げ
、
其
れ
に
対
す
る
提
案
を
画

面
で
示
さ
れ
、
み
ん
な
の
認
症
予
防
ゲ
ー
ム
に

つ
い
て
「
た
だ
ゲ
ー
ム
を
広
げ
知
る
だ
け
で
な

く
、
み
ん
な
で
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
進
化
さ
せ
よ

う
と
い
う
姿
勢
、
色
々
な
考
え
方
を
包
み
込
ん

で
理
念
を
広
げ
て
い
こ
う
と
言
う
姿
勢
、
、
み

ん
な
仲
間
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役
、
新
し
い
も
の

を
創
り
出
し
、
常
に
成
長
進
化
す
る
「
躍
動
感
」

を
も
っ
て
誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
を
目
指
し

て
欲
し
い
と
い
う
ご
提
案
で
し
た
。
画
面
で
の
結

び
の
言
葉
は
「
私
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
み
ん
な

と
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
」
そ
し

て
第
十
二
回
通
常
総
会
を
期
し
て

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
認
知
症
予
防
ネ
ッ
ト
の
新
し
い
始
ま
り
、

２
０
２
５
年
は
日
本

を
元
気
な
高
齢
者

で
埋
め
尽
く
し
ま
し

ょ
う
」
で
し
た
。
◇

講演後認知症予防について身近に感じる問題についてグループ討議

討
議
結
果
発
表

お

た

よ

り

ゲ
ー
ム
に
初
参
加
の
方
の
感
想

東
京
・加
藤
良
江

４
月
９
日
に
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
、

率
直
な
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
本
人
の
了
解

を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
っ
た
く
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
意
味
が
あ
る
の
だ
、
と

認
識
を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
、

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん

だ
、
と
し
か
め
っ
面
す
る
高
齢
者
と
同
じ
よ
う

に
考
え
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
自
分

自
身
、
指
折
り
や
三
拍
子
の
運
動
で
間
違
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
を
は
じ
め
、
講
師
の
か
た
の
巧
み

な
進
行
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
感
心
し
ま
し
た
。

ま
さ
に
プ
ロ
で
す
ね
。
私
自
身
は
高
齢
者
介
護

の
現
場
に
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
も
こ
う
い
う
活
動
に
参
加
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
◇

メ ーメール

近
隣
の
高
齢
の
方
た
ち
の
た
め
に

Ｋ
さ
ん
よ
り

認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
を
教
え
て
い
た
だ
い
て

か
ら
、
一
年
間
は
道
具
を
揃
え
た
り
準
備
期
間

で
し
た
。

そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
と
も
の

会
」
で
、
月
に
一
回
の
教
室
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
参
加
者
さ
ん
も
沢
山
に
な
り
、
パ
ー
ト
ワ
ン

が
パ
ー
ト
ツ
ウ
に
な
り
、
今
五
月
か
ら
は
、
パ
ー

ト
ス
リ
ー
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
時
間
は
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
仲
間
の
特
技
を

活
か
し
て
音
楽
療
法
や
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
（
童

歌
）
、
ま
た
簡
単
な
物
作
り
な
ど
も
し
て
い
ま

す
。
近
隣
の
高
齢
の
方
た
ち
が
、
今
の
生
活
が

少
し
で
も
長
く
続
い
て
い
け
ま
す
よ
う
に
と
、

仲
間
と
一
緒
に
ガ
ン
バ
ッ
テ
い
ま
す
。

通
信

号
に
つ
い
て

35

東
京
都

Ｉ
氏
よ
り

こ
の
度
は
通
信

号
を
ご
恵
送
頂
き
誠
に
有

35

り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
文
字
が
大
き
く
な
り
、

大
変
読
み
易
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
ゲ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
講

師
資
格
認
定
審
査
を
初
め
て
実
施
さ
れ
た
御

事
が
掲

載
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
く
拝
読

認知症予防ネット通信３６号 ２０１６年７月１０日発行
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し
ま
し
た
。

九
つ
の
課
題
の
中
で
、
「
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
」

と
「
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
優
し
さ
」
が
特
に
注
目
し

ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
の
指
導
技
術
が
高
く
て
も
そ

の
方
の
人
間
性
が
大
き
い
カ
ギ
を
に
ぎ
る
と

は
、
す
べ
て
の
こ
と
に
通
用
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
し
て
も
７
ペ
ー
ジ
の
活
動
報
告
を
拝

見
し
て
、
そ
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
一

日
に
五
つ
も
の
教
室
の
あ
る
日
が
２
回
も
あ

り
、
髙
林
様
も
大
変
多
忙
な
日
を
お
過
ご
し
の

こ
と
と
拝
察
し
、
敬
服
の
至
り
で
し
た
。
ど
う
ぞ

お
体
を
大
切
に
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

敬
白

平
成

年
４
月

日

28

20

リ
ー
ダ
ー
体
験
の
感
想

根
本
し
の
ぶ

５
月

日
Ｋ
さ
ん
の
ご
紹
介
で
精
華
町

Ｉ

14

カ
フ
ェ
で
Ｓ
さ
ん
と
リ
ー
ダ
ー
や
っ
て
き
ま
し

た
！Ｓ

さ
ん
は
ほ
ん
と
上
手
で
し
た
。
皆
さ
ん
へ
の

話
し
か
け
、
ト
ー
ク
も
慣
れ
て
ま
し
た
。
私
は

ト
ー
ク
は
全
然
で
き
ず
ゲ
ー
ム
だ
け
で
い
っ
ぱ

い
。
と
に
か
く
反
省
点
だ
ら
け
・
・

リ
ズ
ム
で
は
ス
ロ
ー
か
ら
う
ま
～
く
持
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
す
ぐ
早
め
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
・
・

一
人
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

「
で
き
ん
～
」
と
手
を

降
ろ
し
て
し
ま
っ
た
時
、
私
は
と
っ
さ
に
そ
れ
を

フ
ォ
ロ
ー
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
で
き
な
い
こ
と

は
ト
ク
で
す
よ
～
！

脳
が
活
性
化
し
て
る
ん

で
す
よ
～
」
と
口
か
ら
全
然
出
て
こ
な
か
っ
た
・
・

私
の
右
隣
が
そ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
左
隣
が

小
学
低
学
年
の
男
の
子
三
人
、
お
手
玉
で
は
子

供
た
ち
大
は
し
ゃ
ぎ
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
『
「
変

え
て
」
が
聞
こ
え
ん
～

』
と
怒
ら
れ
ま
し
た
。
子

供
た
ち
よ
り
も
っ
と
も
っ
と
大
き
な
声
で
い
く
べ

き
で
し
た
。
Ｔ
さ
ん
が
「
い
い
子
に
す
る
子
、
は

～
い
！
」
と
子
供
達
を
う
ま
～
く
鎮
め
て
く
れ

て
助
け
ら
れ
な
が
ら
の
ゲ
ー
ム
で
し
た
。
お
手

玉
の
最
初
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
バ
ー
ジ
ョ
ン
「
つ
か
・
ん
で

・
み
ぎ
・
へ
」
を
や
っ
た
ら
良
か
っ
た
と
反
省
会
の

時
に
Ｔ
さ
ん
か
ら
ご
指
摘
を
頂
き
、
私
自
身
も

即
座
に
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
大
反
省
で
す
。

ど
じ
ょ
う
さ
ん
は
ゲ
ー
ム
そ
の
も
の
が
皆
を
大

笑
い
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
、
そ
れ
で
ち
ょ
っ
と
だ

け
救
わ
れ
ま
し
た
。

失
敗
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に
貴

重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
帰
り
に
は
自
分
自

身
が
皆
様
か
ら
元
気
を
頂
い
て
い
て
「
こ
れ
は
お

金
と
か
関
係
な
く
、
ク
セ
に
な
る
よ
ね
」
と
、
Ｓ

さ
ん
に
車
で
送
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
そ
ん
な
話

し
ま
し
た
。

５
月

日
ケ
ア
ハ
ウ
ス
Ｋ

20

「
Ｉ
カ
フ
ェ
の
反
省
点
を
リ
ベ
ン
ジ
す
る
？
」
と

Ｋ
さ
ん
か
ら
重
ね
て
お
誘
い
を
頂
い
て
、
Ｈ
さ
ん

が
勤
務
さ
れ
て
い
る
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
Ｋ
」
で
１
時
間

「
み
ん
な
の
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
」
を
行
い
ま
し

た
。
リ
ー
ダ
ー
２
名
・
ス
タ
ッ
フ
３
名
・
参
加
者
さ

ん

名
10「

リ
ズ
ム
・
お
手
玉
・
ど
じ
ょ
う
さ
ん
」
の
パ
ー

ト
を
や
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
に
な
か

な
か
付
い
て
こ
れ
な
い
方
が
男
女
二
名
お
ら

れ
、
女
性
の
方
は
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
サ
ポ
ー
ト
さ

れ
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
男
性
の
方
は
途

中
で
手
を
休
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
終
了

後
に
ど
う
で
し
た
か
の
質
問
に
「
楽
し
か
っ
た
」

と
答
え
ら
れ
、
そ
の
奥
様
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
に
書
か
れ
た
ゲ
ー
ム
メ
ニ
ュ
ー
を

「
よ
う
で
き

て
る
！
」
と
お
っ
し
ゃ
り
な
が
ら
紙
に
メ
モ
さ
れ

ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
で
な
か
な
か
付
い
て
こ
ら
れ
な

か
っ
た
も
う
一
人
の
女
性
の
方
が
、
し
ば
ら
く
し

て
遠
く
の
方
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
近
づ
い
て
こ
ら

れ
、
言
葉
を
絞
り
出
す
よ
う
に
休
み
休
み

「
こ

れ
は
毎
日
や
っ
て
い
る
か
」
「
上
の
人
だ
け
か
」
と

聞
か
れ
ま
し
た
。
「
今
日
が
初
め
て
で
す
」
「
毎

日
や
り
た
い
で
す
か
？
」
と
言
い
ま
す
と
「
私
は

週
に
二
日
だ
け
や
」
「
面
白
か
っ
た
な
」
と
お
っ
し

ゃ
ら
れ
、
感
動
を
覚
え
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
と
心
か
ら
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

や
は
り
こ
ち
ら
の
方
が
元
気
頂
い
て
ま
す
。

＊
上
の
方
と
い
う
は
入
居
者
さ
ん
、
そ
の
方
は
デ
イ

の
方
、
と
後
で
判
り
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
修
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

佐
久
市
・
相
馬
留
美

先
日
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
で
６
名
の
リ
ー
ダ

ー
さ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。
修
了
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
一
部
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す

・
今
ま
で
認
知
症
予
防
の
様
々
な
講
座
を
受
け

た
が
し
っ
く
り
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
は
き

ち
ん
と
知
っ
と
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

常
に
新
し
い
こ
と
を
す
る
こ
と
が
良
い
よ
う
に

思
っ
て
い
た
の
で
同
じ
こ
と
を
す
る
こ
の
ゲ
ー
ム

に
び
っ
く
り
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
ゲ
ー
ム
を
広
げ

る
た
め
に
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
ま
す

(

公
民
館
活
動
し
て
い
る
女
性)

・
た
だ
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
楽
し
か
っ
た
と
い
う
よ
り

ど
う
し
て
、
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ
て
こ
う
い
う
ゲ

ー
ム
が
な
り
た
っ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
っ
た
。
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

(

女
性)

・(

ず
っ
と
思
っ
て
い
た
こ
と)

介
護
者
が
癒
せ
る
場

所
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
た

(
介
護
の
経
験
あ
る
女
性)

・
テ
キ
ス
ト
を
ま
た
読
み
返
し
た
い
と
思
い
ま
す

(

地
区
の
会
を
運
営
し
て
い
る
女
性)

・
ゲ
ー
ム
を
や
り
続
け
る
こ
と
で
自
分
の
も
の
に

し
た
い
と
思
う

(

元
介
護
士
、
認
知
症
の
両
親
と
同
居
中
女
性)

・
ゲ
ー
ム
に
入
る
前
の
言
葉
か
け
を
ス
ム
ー
ズ
に

し
た
い

(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
代
表)

テ
キ
ス
ト
上
、
数
え
歌
の
両
手
の
親
指
立
て

て
「
１
」
の
し
ぐ
さ
が
手
話
の
世
界
だ
と
「
５
」
を

表
す
な
ど
ご
意
見
、
質
問
も
あ
り
、
積
極
的
な

メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
が
経
っ
て

原
口
熱
美
・
平
山
眞
砂
美

平
成

年
の
震
災
か
ら
一
年
後
、
私
た
ち
は

23

年
配
の
方
々
の
様
子
が
気
に
な
り
、
ご
縁
を
持

て
た
気
仙
沼
大
島
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
伺
い
ま

し
た
。
仮
設
住
宅
三
か
所
を
回
り
「
み
ん
な
の

認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
」
を
紹
介
し
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
ゲ
ー
ム
を
気
に

入
っ
た
方
た
ち

が
、
東
北
に
少

し
づ
つ
広
め
て
い

っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

あ

れ

か

ら

四
年
が
過
ぎ
、

震
災
後
五
年
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
東
北
支
援
の
ひ
と
区
切
り
で
、
こ
の
春

ふ
た
た
び
以
前
伺
っ
た
方
々
を
訪
ね
て
き
ま
し

た
。
仮
設
住
宅
の
入
居
者
も
ず
い
ぶ
ん
減
り
、

新
し
い
生
活
を
始
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
仮
設

に
残
ら
れ
て
い
る
方
々
も
次
の
生
活
の
準
備
中

で
す
。

会
い
た
か
っ
た
人
の
中
に
、
ど
こ
に
越
さ
れ
た

か
も
判
ら
ず
、
多
分
こ
こ
だ
ろ
う
と
教
え
て
も

ら
い
突
然
訪
ね
て
行
っ
た
の
で
す
が
、
私
た
ち
の

こ
と
を
覚
え
て
い
て
新
居
に
招
き
入
れ
て
く
だ

さ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

宿
の
明
海
荘
さ
ん

に
、
お
お
し
ま
ハ
ー

テ
ィ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

と
い
う
施
設
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、

施
設
長
と
支
援
セ

以前は無かった海の中の防波堤

リニューアルした明海荘

ン
タ
ー
の
管
理
者
の
方
に
「
み
ん
な
の
認
知
症
予

防
ゲ
ー
ム
」
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
◇

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

派
遣
事
業
を
終
了
し
ま
す

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ
、
津

波
の
す
さ
ま
じ
さ
は
５
年
経
過
し
て
も
瞼
に
焼
き

付
い
て
、
消
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
の
無

か
っ
た
京
都
か
ら
、
ゲ
ー
ム
で
の
お
見
舞
い
が
で
き

れ
ば
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
独
自
事
業
と
し
て
活
動
メ
ン
バ

ー
を
何
度
か
派
遣
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
都
度
、
派
遣
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
各
地
で
の

復
興
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
復
興
と
い
っ

て
も
心
に
負
わ
れ
た
傷
は
癒
や
し
よ
う
も
な
い
こ

と
と
お
察
し
し
ま
す
。
「
み
ん
な
の
認
知
症
予
防

ゲ
ー
ム
」
が
、
少
し
で
も
元
氣
の
基
と
な
っ
て
、
お

役
に
立
つ
よ
う
に
と
願
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
継
続
的
に
活
用
さ
れ
て
い

る
話
も
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
派
遣
事
業
は
良
い

結
果
に
繋
が
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
春
の
宮
城
県
気
仙
沼
市
大
島
訪
問
の
報
告

記
事
を
も
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
派
遣
事
業
と
し
て
は

最
終
と
な
り
ま
す
が
，
東
日
本
で
ご
苦
労
な
さ
っ

て
い
る
皆
様
の
ご
健
康
と
、
弥
栄
を
心
か
ら
祈
っ
て

お
り
ま
す
。

（
理
事
会
）

事
務
局
か
ら
の
ご
案
内

会
員
募
集

私
た
ち
は
「
み
ん
な
の
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
」

が
全
国
津
々
浦
々
ま
で
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

ご
賛
同
下
さ
る
方
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
会
員

と
な
っ
て
、
こ
の
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

刊
行
物

・
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム

=

テ
キ
ス
ト=

・
講
義
録

・
認
知
症
に
不
足
す
る
も
の
は
楽
し
い
思
い

・
韓
国
に
お
け
る
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
の

実
践
か
ら
学
ぶ

講
演
記
録

問
合
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認
知
症
予
防
ネ
ッ
ト
事
務
局

電
話

０
７
７
４
・
４
５
・
２
８
３
５

メ
ー
ル

npo@
n-yobo.net

正会員 入会金2,000円

年会費6,000円
賛助会員
・個人 入会金 1,000円
年会費(１口)2,400円 1口以上

・団体 入会金 3,000円
年会費(１口）24,000円 1口以上

認知症予防ネット通信 無料送付

郵便振替口座

加入者名 NPO法人認知症予防ネット

口座番号

００９００－１－２２３６４２

認知症予防ネット通信３６号 ２０１６年７月１０日発行


